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　異常気象という言葉が日常的に使われる
ような時代になり、毎年のように今までで
は考えられないような気象状況になってい
ます。
　東神楽町でも今年は雨が多く、７月３日
には降り続いた雨により河川があふれ、災
害が発生しました。一部の地域に避難準備
情報を発令し、実際に避難していただいた
方もおります。被害にあわれた方にはお見
舞い申し上げますとともに、復旧と災害防
止のために私たちも頑張っていきたいと思
います。
　また、日照不足により、農作物への影響
も出てきました。これからの好天を期待し、
豊穣の秋になるように祈っております。全
国的にも豪雨などにより大きな被害が出て
おり、私たちの町もいつこのような事態に
なるかもしれません。まずは「命を守る行
動」を最優先に、災害の予防、啓発にも取
り組んでいきたいと思いますし、町民の皆
さんもそれぞれのご家庭で防災への取り組
みをお願いします。
　８月は『花まつり』や各地域での盆踊り、
収穫感謝祭などお祭りやイベントが続きま
す。暑く、エネルギーあふれる夏を楽しみ
にしたいと思います。

は、̒月Լ०にࢴ月のදࠓ　
Θれͨ、『ϑϥϫʔϑΣελ』ߦ
での『छと࣮ηϨΫト͓൸࿐
ձ』͔Βの１ຕです。େ৯
いάϧϝΞイυϧ『もえ͋ͣ』さΜにྉཧをհいͨだいͨ
の࢈のύイは、東神楽౾ࠇのࣸਅです。ࣸਅにࣸͬͯいる࣌
しͯ、東神楽に͋業者がՃを、東神楽に͋る৯Ճ౾ࠇ
るҿ৯ళのγΣϑにௐཧしͯいͨだいͨ『Φʔϧ東神楽』の
です。͜ういうऔりみが૿えるといいですͶ。（ͨ）
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平成30(2018)年・８月　すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら
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すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・８月



　
施
設
の
規
模
に
つ
い
て

　　

新
た
な
複
合
施
設
整
備
計
画
は
、

老
朽
化
し
た
あ
る
い
は
耐
震
基
準
を

満
た
さ
な
い
既
存
の
公
共
施
設
を
、

今
後
の
人
口
減
少
社
会
に
対
応
で
き

る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
を
集

約
し
て
コ
ン
パ
ク
ト
化
を
図
り
利
便

性
を
高
め
る
観
点
で
検
討
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
複
合
化
の
対
象
と
な

る
複
数
の
施
設
の
合
計
面
積
を
超
え

な
い
規
模
で
計
画
し
て
い
ま
す
。（
下

記
の
表
１
参
照
）

　

施
設
の
配
置
に
つ
い
て

　　

既
存
の
役
場
庁
舎
の
一
部
（
平
成

３
年
建
設
）
と
図
書
館
は
、
現
行
の

耐
震
基
準
を
満
た
す
こ
と
か
ら
、
解

体
せ
ず
に
残
し
て
使
用
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
接
続
を
考
慮
し
て
複
合
施

設
の
建
設
場
所
は
、
南
一
条
西
一
丁

目
と
し
ま
す
。

　

具
体
的
な
建
物
な
ど
の
配
置
に
つ

い
て
は
、
５
月
1�
日
に
開
催
さ
れ
た

第
６
回
公
共
施
設
等
集
約
化
検
討
委

員
会
に
お
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
よ
り
３
つ
の
イ
メ
ー
ジ
図
が
提
案

さ
れ
ま
し
た
。（
別
図
参
照
）

　

こ
こ
で
示
さ
れ
た
考
え
方
を
ま
と

め
る
と
、次
の
と
お
り
に
な
り
ま
す
。

①
来
庁
者
に
と
っ
て
わ
か
り
や
す

く
利
用
し
や
す
い
配
置
を
計
画

し
ま
す
。

②
複
合
施
設
が
町
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
の
見
え
方
に
も
配
慮
し

た
配
置
を
計
画
し
ま
す
。

③
既
存
の
役
場
庁
舎
に
よ
り
、
前

面
道
路
か
ら
見
え
に
く
い
位
置

に
あ
る
図
書
館
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
に
も
わ
か
り
や
す
く
、

ま
た
、
利
用
し
や
す
い
配
置
を

計
画
し
ま
す
。

④
車
両
格
納
機
能
は
、
現
状
で
は

現
敷
地
内
に
配
置
す
る
こ
と
と

す
る
が
、
状
況
に
よ
り
別
敷
地

へ
の
移
設
も
検
討
し
ま
す
。

⑤
災
害
対
応
時
に
消
防
車
両
が
迅

速
に
出
動
で
き
る
配
置
を
計
画

し
ま
す
。

　

基
本
計
画
が
決
定
さ
れ
た
後
、
こ

れ
ら
の
イ
メ
ー
ジ
図
と
建
物
配
置
の

考
え
方
を
基
に
し
て
基
本
設
計
書
が

作
成
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
過
程
で
、

皆
さ
ま
に
施
設
の
具
体
的
配
置
図
を

お
示
し
す
る
予
定
で
す
。

　
全
体
事
業
費
（
概
算
）
お
よ
び

　
財
源
に
つ
い
て

　　

下
記
の
表
２
の
と
お
り
で
す
。

　先月号に引き続き、『複合施設整備事業基本計画（案）』
についてお伝えします。
　前回は、『新たな複合施設の機能編』と称して、複合
施設のテーマ（コンセプト）および文化機能、交流機能、
診療機能等における主な整備の方向性を掲載しました。
　今回は、施設の配置・規模についてお知らせします。 ৽ͨなෳ合ࢪઃのن・ஔฤ

表
２　

事
業
費

全体事業費
（ඦສ円）

༁（ඦສ円）ݯࡒ

国ิݿॿۚ （１※）࠴ى （̎※）࠴ى ۚج 一ൠݯࡒ

3868.8 95�.2 128�.8 1185.8 200.0 2�1.0

※１　ެ共ࢪઃద正管理ਪ進事業ࢢ　̎※　　࠴ொଜ場ػۓ急保全事業

表
１　

施
設
の
面
積
　

名শػઃのࢪ
（୯Ґ　平方メートル）ن උߟ

ซ༻ػうちซ༻ うちطઃ
จ化ػ 2060 36 0 ަ流　
ަ流ػ 1050 �0 0 จ化　
ػ相談߁݈ 330 330 0 จ化、ަ流
療ػ 515 0 0 　
ػɾࣥޱ૭ߦ 3118 3�2 1531 จ化　
ػࡂ �3� �3� 0 จ化、そのଞ　
車྆֨ೲػ 1600 0 0
そのଞのػ 300 0 0
合 計 9�10 1515 1531
ू約લのن　66�2 平方メートル　　ू約後のن　666� 平方メートル（＝ 9�10�1515�1531）
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すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・8月

特

　
　集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up



■
３
年
ぶ
り
の
晴
天
！

　

６
月
2�
日
㈰
に
、
ひ
が
し
か
ぐ
ら
森
林

公
園
に
お
い
て
、『
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス
タ

２
０
１
８
』
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
２
年
続

け
て
雨
だ
っ
た
こ
と
で
ス
タ
ッ
フ
は
ど
き
ど

き
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
晴
天
に
恵
ま

れ
ま
し
た
。

■
も
え
あ
ず
さ
ん
が
来
町
！

　

毎
年
恒
例
の
町
営
育
苗
セ
ン
タ
ー
で
育
て

た
『
花
の
無
料
プ
レ
ゼ
ン
ト
』
の
あ
と
に
、

東
神
楽
町
の
ブ
ラ
ン
ド『
種
と
実
セ
レ
ク
ト
』

の
お
披
露
目
会
を
行
い
ま
し
た
。
お
披
露
目

会
に
は
、
テ
レ
ビ
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

大
食
い
グ
ル
メ
ア
イ
ド
ル
の
も
え
あ
ず
さ
ん

に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ア
ル
テ
ィ
モ
ー
ル
内
ブ
ッ

フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン　

Ｏ
Ｍ
Ｐ
（
オ
ン
プ
）
の

坂
上
シ
ェ
フ
に
、
種
と
実
セ
レ
ク
ト
商
品
で

特
別
な
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
い
た
だ
き
、
も

え
あ
ず
さ
ん
に
試
食
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
も
え
あ
ず
さ
ん
か
ら
は
、「
最
高
に
美

味
し
い
！
」
と
、
大
好
評
で
し
た
。

■
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
む
姿
も

　

今
年
は
例
年
よ
り
来
場
者
が
多
く
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。
特

に
『
焼
き
マ
シ
ュ
マ
ロ
体
験
』
や
『
ち
び
っ

こ
宝
探
し
』
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
楽
し
そ

う
な
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
ま
た
『
木
工
製

作
体
験
』
で
は
、
真
剣
な
目
を
し
て
丁
寧
に

ス
ツ
ー
ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

⁞ձ੨年෦のօさんによる
ϑラϫーΞート

 『छと࣮セϨクト』を
体ݧするもえあずさん

料理のઆ明をする O.1 のࡔ
上γΣϑ

作体ݧ

ձ੨年෦さんのϐβז
『ひがしかぐら౦ਆਲ՚の』
のօさんとかぐらっき～
 #.9 γϣー
育බセンλーによるՖのൢച
⤒子どもたちによるμンススςーδ
⤓ツリーイング体ݧ

⁞

⤓10
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公
職
の
候
補
者
も
し
く
は
公
職
の
候
補
者

と
な
ろ
う
と
す
る
者
や
そ
の
後
援
団
体
な
ど

が
政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
に

立
札
や
看
板
の
た
ぐ
い
を
掲
示
す
る
場
合

は
、
対
象
の
選
挙
を
管
理
し
て
い
る
選
挙
管

理
委
員
会
に
申
請
を
し
、
そ
の
際
に
交
付
さ

れ
る
『
証
票
』
を
表
示
（
貼
り
付
け
）
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
東
神
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
証
票
交
付

対
象
と
な
る
選
挙

①
東
神
楽
町
長
選
挙

②
東
神
楽
町
議
会
議
員
選
挙

■
立
札
・
看
板
な
ど
の
規
格

　
　

公
職
の
候
補
者
や
公
職
の
候
補
者
に
な

ろ
う
と
す
る
者
の
氏
名
も
し
く
は
氏
名
が

類
推
さ
れ
る
事
項
、
ま
た
は
そ
の
後
援
団

体
の
名
称
を
表
示
す
る
立
札
・
看
板
な
ど

を
政
治
活
動
専
用
事
務
所
に
設
置
す
る
場

合
は
、
次
の
要
件
を
満
た
さ
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

①
一
人
の
公
職
の
候
補
者
や
そ
の
後
援
団
体

が
設
置
で
き
る
立
札
・
看
板
な
ど
の
上
限

は
そ
れ
ぞ
れ
４
枚

②
一
つ
の
事
務
所
に
２
枚
ま
で

③
縦
１
５
０
㎝
以
内
×
横
40
㎝
以
内
（
脚
付

き
の
も
の
は
、
脚
の
部
分
も
含
む
）

④
東
神
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
が
交
付
す
る

証
票
が
表
示
（
貼
り
付
け
）
さ
れ
て
い
る

こ
と

⑤
そ
の
立
札
・
看
板
な
ど
が
、
政
治
活
動
専

用
事
務
所
の
表
示
を
す
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
こ
と

■
禁
止
お
よ
び
注
意
事
項

・
構
造
上
か
ら
見
て
立
札
・
看
板
と
認
め
ら

れ
な
い
も
の
は
掲
示
で
き
ま
せ
ん
。

・
政
治
活
動
の
た
め
に
使
用
す
る
事
務
所
以

外
に
は
掲
示
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
記
載
内
容
は
選
挙
運
動
に
わ
た
る
も
の
で

あ
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

■
証
票
の
返
還

　
　

次
の
事
項
に
該
当
す
る
場
合
は
、
速
や

か
に
証
票
を
返
還
し
て
く
だ
さ
い
。

①
立
札
・
看
板
な
ど
を
掲
示
す
る
必
要
が
な

く
な
っ
た
と
き

②
交
付
さ
れ
て
い
る
証
票
の
選
挙
の
種
類
を

変
更
す
る
と
き

③
公
職
の
候
補
者
で
な
く
な
っ
た
と
き

④
公
職
の
候
補
者
の
後
援
団
体
で
な
く
な
っ

た
と
き

⑤
後
援
団
体
を
解
散
し
た
と
き

■
申
請
方
法

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
証
票
は
、
平
成
30

年
９
月
30
日
ま
で
有
効
の
も
の
で
す
。

　

更
新
ま
た
は
新
た
に
申
請
す
る
場
合
は
、

所
定
の
様
式
に
よ
り
申
請
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
証
票
の
有
効
期
間
は
、
最
大

で
４
年
間
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
30
年
10
月
１
日
よ
り
有
効
と

な
る
証
票
の
申
請
に
つ
き
ま
し
て
は
、
８
月

中
旬
か
ら
受
付
し
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
、

選
挙
管
理
委
員
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。（
申
請
に
必
要
な
も
の
…
印
鑑
（
認

印
可
）

■
証
票
の
再
交
付

①
紛
失
し
た
場
合
は
、
証
票
再
交
付
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

②
汚
損
や
破
損
し
た
場
合
は
、
当
該
証
票
を

添
付
の
う
え
、
証
票
再
交
付
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
看
板
の
移
動

　
　

立
札
・
看
板
な
ど
の
場
所
を
移
動
す
る

場
合
は
、移
動
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
罰
則
の
適
用

　
　

証
票
交
付
の
手
続
き
が
と
ら
れ
て
い
な

い
場
合
や
有
効
期
限
切
れ
の
場
合
、
ま
た

は
事
務
所
の
実
態
が
な
い
と
こ
ろ
へ
の
掲

示
な
ど
は
、
公
職
選
挙
法
第
２
４
３
条
に

よ
り
２
年
以
下
の
禁
固
ま
た
は
50
万
円
以

下
の
罰
金
と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

東
神
楽
町
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
83
―

２
１
１
２
）
ま
で
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【
議
案
第
１
号
】
平
成
��
年
度
東
神
楽
町

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

１
億
５
８
２
０
万
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
は
60
億
９
８
８
７
万
１
０
０
０
円
に
な

り
ま
し
た
。

【
議
案
第
２
号
】
平
成
��
年
度
東
神
楽
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
診
療
施
設
勘
定

補
正
予
算
（
第
１
号
）　

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

３
０
２
万
４
０
０
０
円
を
追
加
し
、
予
算

総
額
は
１
億
７
４
９
２
万
４
０
０
０
円
に

な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
３
号
】
平
成
��
年
度
東
神
楽
町

公
共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　

今
回
の
補
正
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

６
４
１
万
６
０
０
０
円
を
追
加
し
、３
億

２
４
８
１
万
６
０
０
０
円
と
な
り
ま
し

た
。

【
議
案
第
４
号
】
平
成
��
年
度
東
神
楽
町

水
道
事
業
会
計
補
正
（
予
算
第
１
号
）　

　

　

今
回
の
補
正
は
、
職
員
の
異
動
お
よ
び

中
央
市
街
地
内
の
事
業
促
進
に
伴
う
補
正

で
す
。
水
道
事
業
費
用
で
３
８
０
万
１
０

０
０
円
追
加
し
、
予
算
総
額
は
１
億
７
７

６
８
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
資
本
的
支
出

で
20
万
円
追
加
し
、
予
算
総
額
は
７
８
８

０
万
１
０
０
０
円
に
な
り
ま
し
た
。

【
議
案
第
５
号
】
東
神
楽
町
税
条
例
等
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
　
　

　

こ
れ
は
、
地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
税
条
例
な
ど
の
関
係
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
６
号
】東
神
楽
町
都
市
計
画
税
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
地
方
税
法
な
ど
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
都
市
計
画
税
条
例
例
な
ど
の
関
係
条

例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

【
議
案
第
７
号
】
東
神
楽
町
放
課
後
児
童

健
全
育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

こ
れ
は
、
放
課
後
児
童
支
援
員
の
基
礎

資
格
な
ど
に
つ
い
て
資
格
要
件
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
学
校
の
教
諭
と
な
る
資
格

を
有
す
る
者
に
つ
い
て
の
規
定
を
明
確
化

す
る
た
め
に
関
係
条
例
を
改
正
す
る
も
の

で
す
。

【
議
案
第
８
号
】
工
事
請
負
契
約
の
締
結

の
件
（
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
さ
く
ら
町
団

地
２
（
��
ー
１
年
棟
）
新
築
建
築
主
体
工

事
）

　

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
５
号
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

【
議
案
第
９
号
】
工
事
請
負
契
約
の
締
結

の
件
（
地
域
優
良
賃
貸
住
宅
さ
く
ら
町
団

地
２
（
��
ー
２
年
棟
）
新
築
建
築
主
体
工

事
）　　

　

こ
れ
は
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１
項

第
５
号
の
規
定
に
よ
り
、
工
事
請
負
契
約

を
締
結
す
る
た
め
議
会
の
議
決
を
求
め
る

も
の
で
す
。

【
議
案
第
��
号
】
辺
地
に
係
る
公
共
的
施

設
の
総
合
整
備
計
画
の
変
更
の
件

　

こ
れ
は
、平
成
30
年
３
月
９
日
に
可
決
し

た
当
該
計
画
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

・
志
比
内
小
学
校
教
員
住
宅
建
設
事
業
の

事
業
費
を
増
額
（
１
０
８
０
万
円
）

・
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
環
境
整
備
支
援
事
業

を
追
加
（
９
７
５
４
万
６
０
０
０
円
）

【
諮
問
第
１
号
】
人
権
擁
護
委
員
候
補
者

の
推
薦
の
件

　

こ
れ
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
再
任
に
つ

い
て
議
会
の
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

・
候
補
者
：
篠
崎
和
典
氏

 

第 

２ 

回 

町 

議 

会 

定 

例 

会

　

６
月
20
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
２
日
間
で
開
催
さ
れ
た
平
成
30
年
第
２
回
町
議
会
定
例
会
。
一
般
町
行
政
の

概
況
報
告
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
平
成
30
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
２
特
別
会
計
補
正
予
算
、
関
連

条
例
改
正
な
ど
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
一
般
質
問
で
は
、
７
名
の
議
員
か
ら
質
問
が
あ
り
、
提
出
さ
れ
た
議
案

は
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
、
21
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

議
会
は
、
ど
な
た
で
も
傍
聴
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
議
場
入
口
に
あ
る
傍

聴
者
名
簿
に
住
所
・
氏
名
を
ご
記
入
の

う
え
中
に
お
入
り
く
だ
さ
い
。

※
日
程
の
詳
細
や
傍
聴
の
際
の
注
意
に

つ
き
ま
し
て
は
、
議
会
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

౦
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͍ͯͭʹѹ݂ߴ
らですが、ʮ݂ѹʯとは͞ࠓ˙
　血液が血管の壁を押す圧力のことです。心臓が
ギュっと縮むと、心臓の血液が勢いよく動脈に流
れ込みます。大量の血液が流れるため、圧が最も
高くなります。これが上の血圧（収縮期血圧）で
す。血液を送り出すと心臓はキュッと広がって元
に戻ります。すると動脈にかかった圧も緩んで低
くなります。これが下の血圧（拡張期血圧）です。

˙݂ѹがߴいと、৺ଁ、ਛଁにෛ୲がかかΔ � 
　脳、心臓、腎臓の共通点は血管の構造にありま
す。例えば、腕の血管は太い血管から徐々に枝分
かれして細い血管になっていくのですが、脳、心
臓、腎臓の血管は太い血管から急に細い血管に
なっています。太い血管にかかっている圧が細い
血管にもかかってしまい、臓器が壊れやすくなっ
てしまうのです。
　昔は食料がなかったり、戦いで怪我をして出血
するなど、低血圧との戦いでした。ですので、進
化の過程で大事な臓器にすぐに血液を運べるよう
特殊な構造になったといわれています。私たちの
体は低血圧に向いているようにできています。

？？ԘΛʂ でも、なͥݮѹには݂ߴ˙
　人間の血液の塩分濃度は 0.9％と決まっていま
す。0.8％、1％になっても死んでしまうのです。
どんなに塩分を多くとっても 0.9％に調節しなく
てはいけません。濃度を一定にするためには水が
必要になり、血液量が増えます。たくさんの血液
を体の中で回さなくてはいけないので、血管の中
の圧力（＝血圧）が高くなります。
　ところがずっと血液が多いままでは困るので、腎
臓は余計な塩分と水分を尿として出してバランスを
保ちます。腎臓が処理しきれないほどの塩分をとっ
ていると血圧が高いままになってしまいます。
˙৯ԘはͲの͘らいがちΐ͏ͲΑい？

男性 女性
日本人の平均食塩摂取量 11 グラム 9.2 グラム
１日の食塩摂取の
目標

８グラム未満 ７グラム未満
※高血圧の方６グラム未満

　もし、毎日 11 グラムの塩分を摂っていた人が
6 グラムにできれば、血圧を 5 ｍｍＨｇ下げるこ
とができるといわれています。
　ある試算によると、全国民が３グラム減塩でき
れば、心筋梗塞、脳卒中の患者さんが減り、１年
間の医療費も１兆～ 2.5 兆円少なくなるとされて
います。
˙ༀΛҿΉのは݂ߴѹΛղܾすΔͨΊではない
　血圧の薬を飲むという本当の理由は、脳、心臓、
腎臓を守るためなのです。血圧を下げるのは通過
点なのです。脳、心臓、腎臓は傷んでしまうと命
にかかわる臓器なので、何としても血圧を下げな
ければいけません。
　減塩をして、薬をきちんと飲んで、脳、心臓、
腎臓を守ることが大切です。中には減塩や運動な
どの生活習慣を改善しても、薬をきちんと飲んで
も血圧が下がらないこともあります。その場合は
家庭で測定した血圧をもとに主治医の先生に相談
が必要になります。
　今後は、減塩のコツなどもお伝えする予定です。
お楽しみに！

図　血圧の正常値
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　Ҵ࠺ͱҴ光
　私の暮らす地域は標高が 900 ～ 1000 メートル
あり、夏季でも 30 度を超える日がほとんどなく、
夏の期間中は都心から避暑目当てのお客様がたく
さん訪れます。
　しかし、今年は平年に比べ気温がかなり高く、
30 度を超える日が多くなっています。「ここまで
来たのに都心と変わらない」とのお客様の声が多
く聞こえています。我が家もあまりの暑さにクー
ラーを初購入しました。　　
　ここ数年、厳しい暑さによる雷雨の発生が多く
感じられます。強い日差しにより地面が温められ
上昇気流が発生し、大きな積乱雲（雷雲）が空高
くそびえます。そして、遠くの方から雷がゴロゴ
ロと鳴り始めます。その音は徐々に近づき、音を
立てて雨が降りだします。大粒の雨は地面で大き
く跳ね上がり、傘をさしていても足元はびっしょ
りです。

　突然の雷雨は、人にとって迷惑なことが多いの
ですが、植物にとっては恵みの雨となります。雷
雨が来るたびに庭の雑草はグングンと伸びていき
ます。先人の言葉に『稲妻ひと光、稲一寸』とい
うものがあります。雷が鳴り大粒の雨が降ると稲
が約 3 センチ伸びると言われてきました。７月８
月は稲が最も生長し稲穂を出す大切な時期です。
この時期に多く発生する雷雨は、強い日差しと豊
富な雨を稲にもたらすことから、雷雨の多い年は
稲が豊作になるといわれています。
　そしてもう一つ、科学的にも豊作になることが
証明されています。雷による放電により、空気中

に存在する窒素（N）と酸素（O）が結びついて、
窒素酸化物（NO）になります。この窒素酸化物
が大粒の雷雨に溶け込み、稲に降り注ぎます。植
物にとって窒素は、葉や茎を育てる大切な肥料で
す。雷は稲の生育する肥料を作り、天から肥料
を降らせていることになります。雷は植物にとっ
て、素晴らしいパートナーです。
　いつのことからか、イナズマを『稲妻』、イナ
ビカリを『稲光』と書きます。子供の頃、この漢
字の意味は母親のカミナリと同じくらい怖いから
稲妻と書くと思っていました。高校の頃、その大
きな間違いに気付きました。これは先人たちが通
常の雨と雷雨とでは、稲の成長が大きく異なるこ
とに知っていたからこそできた言葉だと気付きま
した。化学の発展していない時代に雷と稲の関係
を知り、稲妻という言葉を残した先人の偉大さを
知りました。自然を知り、決して逆らわずに自然
と共に歩むことの大切さを教えてくれました。
　雷は人にとって危険なことが多い現象です。雷
鳴を聞いたらガーデンの作業をすぐに中止して、
安全な建物や車の中へ避難しましょう。安全な場
所に避難したら、雷雨
の音に耳を傾けてく
ださい。その音は
稲たち、そして植
物たちの成長の音
です。

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・８月
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未
来
を
き
り
拓
く
力
の

育
成
を
め
ざ
し
て
！

　
学
校
教
育
に
お
い
て
は
、
過
去
数
十
年

に
渡
っ
て
『
生
き
る
力
』
の
育
成
を
目
標

と
す
る
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
昨
今
は
、
加
え
て
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
に
未
来
を
き
り
拓
く
力
の
育
成
が

求
め
ら
れ
、
そ
の
た
め
の
明
確
な
目
標
設

定
や
一
貫
性
を
も
た
せ
る
施
策
が
加
速
度

的
に
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
き
り
拓
く
力
と
は
何
か
？

端
的
に
言
え
ば
、
日
々
変
化
し
進
化
す
る

社
会
を
自
立
的
に
生
き
抜
く
高
い
汎
用
性

で
あ
り
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
自
覚
の

も
と
、
新
た
な
社
会
の
形
成
者
と
な
り
得

る
力
だ
と
言
え
ま
す
。

　
具
体
的
に
言
え
ば
、
基
礎
学
力
の
上
に

立
つ
応
用
力
や
探
究
心
、
自
国
語
ば
か
り

で
は
な
い
言
語
力
を
駆
使
し
た
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
、
多
様
な
共
同
社
会
の
主

体
的
形
成
者
と
し
て
柔
軟
に
他
者
と
関
わ

り
を
も
つ
豊
か
な
人
間
性
、
そ
し
て
、
粘

り
強
く
考
え
、
果
敢
に
行
動
に
移
す
チ
ャ

レ
ン
ジ
精
神
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
知
的
能
力
の
育
成
に
加

え
、
豊
か
な
人
間
性
や
倫
理
観
を
養
う
環

境
づ
く
り
や
育
成
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
こ
そ

が
、
私
た
ち
大
人
に
課
せ
ら
れ
た
責
任
や

役
割
と
な
る
の
で
す
。
そ
の
た
め
、
各
関

係
機
関
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
を
果
た
す

こ
と
に
加
え
、
相
互
に
目
標
を
共
有
し
、

一
貫
性
の
あ
る
連
携
・
協
働
を
図
っ
て
い

く
こ
と
が
強
く
望
ま
れ
ま
す
。

　
保
護
者
の
皆
様
に
は
、
心
身
の
育
成
や

養
育
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
各
関
係
機
関
の

方
々
と
の
で
き
る
限
り
の
関
わ
り
を
大
切

に
し
、
よ
り
一
層
の
情
報
共
有
や
連
携
に

努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

児
童
期
の
「
遊
び
」
は
社
会
性
や

創
造
性
な
ど
人
格
形
成
の
原
点
！

（
児
童
期
の
発
達
と
特
徴
）

　
一
般
的
に
は
、
子
ど
も
の
発
達
段
階
は
、

未
来
を
き
り
拓
く
力
の

育
成
を
め
ざ
し
て
！

乳
児
期
・
幼
児
期
・
児
童
期
・
思
春
期
・

青
年
期
に
区
分
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
発
達

過
程
で
知
識
・
技
能
や
思
考
力
・
表
現
力
、

情
緒
、
社
会
性
、
運
動
能
力
な
ど
を
よ
り

高
次
に
獲
得
し
て
い
き
ま
す
。

　
幼
児
期
に
は
、
心
理
的
離
乳
（
親
へ
の

依
存
か
ら
離
れ
て
行
動
す
る
）
や
反
抗
期

を
迎
え
、
一
人
の
社
会
人
と
し
て
の
自
覚

が
始
ま
り
ま
す
。

　
児
童
期
前
期
に
は
、
他
者
や
様
々
な
物

へ
の
興
味
が
広
が
り
、
学
習
を
通
じ
て
言

語
や
数
概
念
の
形
成
が
進
み
、
ま
た
、
身

の
回
り
に
い
る
友
達
や
大
人
の
多
様
な
人

格
と
の
経
験
を
積
み
ま
す
。

　
児
童
期
後
期
に
は
、
物
事
の
本
質
を
捉

え
よ
う
と
し
た
り
、
集
団
活
動
の
中
で
規

律
や
駆
け
引
き
を
身
に
付
け
た
り
と
、
集

団
ル
ー
ル
の
柔
軟
的
形
成
、
自
信
と
不
安
、

善
悪
と
損
得
、
抽
象
的
思
考
か
ら
論
理
的

思
考
へ
と
質
的
変
化
が
現
れ
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、『
遊
び
』
の
経
験
は
、
人
格

の
形
成
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

た
と
え
ば
、
自
他
の
欲
求
の
調
整
、
我
慢
、

約
束
の
遵
守
、
協
力
、
競
い
合
い
、
自
主
性
、

思
い
や
り
、
手
加
減
、
成
功
や
失
敗
な
ど

が
あ
り
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
社
会
性
を
培

う
多
く
の
要
素
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
は
、
集
団
遊
び
を
と
お

し
て
『
仲
間
意
識
』
を
醸
成
し
、
そ
の
こ

と
が
、
後
の
人
間
関
係
形
成
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
な
る
の
で
す
。

児
童
ク
ラ
ブ
の
役
割
に
つ
い
て

　
お
わ
り
に
、
児
童
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
少

し
触
れ
て
お
き
ま
す
。
近
年
、
核
家
族
化

と
共
に
共
働
き
世
帯
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
へ
の
安
全
・
安
心

な
生
活
保
障
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
当
ク
ラ
ブ
は
、
児
童
福
祉
法
の

改
正
や
児
童
健
全
育
成
事
業
の
法
定
化
な

ど
に
よ
り
、
か
つ
て
の
『
学
童
保
育
』
か

ら
よ
り
質
の
高
い
運
営
へ
と
改
善
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　
学
校
・
放
課
後
・
家
庭
の
生
活
サ
イ
ク

ル
の
中
に
い
る
子
ど
も
た
ち
に
、
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
を
提
供
す
る
と
共
に
、

子
ど
も
の
発
達
段
階
に
配
慮
し
た
育
成
支

援
を
行
う
こ
と
が
、
さ
ら
に
重
要
性
を
増

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
ご
家
庭
と
の
情
報
交
流
、
幼

稚
園
、
保
育
所
、

小
学
校
と
の
定

期
的
な
情
報
共

有
を
進
め
、
一

貫
し
た
子
育
て

支
援
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

話
し
を
聞
か
せ
て
く
れ
た
の
は
…

　
児
童
ク
ラ
ブ
　
所
長
　
　
　
　
　

横
畠
　
正
宏
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Pick up

８月31日㈮
午前９時30分～11時30分

日

これっと総合体育館場

これっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談・歯科相談

持 母子手帳、健康手帳

ぱれっと健康相談
８月28日㈫
午前９時30分～11時30分

日

ぱれっと場

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談

持 母子手帳、健康手帳

他

わくわく教室
８月22日㈬午前９時30分～12時30分日

旭山動物園場

０歳～就学前児と保護者対

内 バス遠足

参加費…動物園の年間パスポー
トが無い場合は820円必要です
※詳しくはわくわく便り８月号に掲載

申 ７月27日㈮～８月17日㈮午前中
までにこども未来課

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。

①これっと
② ぱれっと
①【平日】午前９時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後２時～４時
②【平日】午前９時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後２時～４時
※事業のある日は中止となります。

場

にこにこサロン

対象者へ個人通知

健康ふくし課健康推進グループ ☎83-5431

8月
個 日時日 場所場 対象対 内容内 持ち物持 申込申 その他他

お問い合わせ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】

日

他

すくよちのび広場
８月６日㈪午前10時～11時30分日

ひじり野西公園（雨天時：ぱれっと）場

０歳児～就学前時と保護者対

内 ひじり野西公園で遊ぼう

着替え、オムツ（必要な方）、飲み
物、タオル、帽子

申 ８月３日㈮午前中までにこども未来課

８月17日㈮
12時15分～

日

役場庁舎１階和室場

乳幼児健診

持

８か月～10か月児対

内 計測、問診、小児科診察、保健・
歯科・栄養相談・子育て相談
母子手帳、子育てサポートファイ
ル『えんじん』

個

内

子育てや教育に関する不安・悩みの
相談を受けます。親子のふれあいの
場『わくわく広場』も開設します。

８月３日㈮午前９時30分～11時30分
※お誕生会の後に移動します。遅
　れる方は職員へご相談ください。

日

東神楽幼稚園場

東神楽幼稚園の先生が
お話してくれます。

子育て教育相談

8月2日㈭午前中までにこども未来課申

①８月21日㈫　②８月23日㈭
午前9時30分～11時30分

日

①役場庁舎 １階和室
②ふれあい交流館２階和室

場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希
望の方）

こども未来課子育て支援セン
ターが行う行事については、
『わくわく便り』にも詳細を
記載していますので、併せて
ご覧ください。

平成30(2018)年・８月　すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら
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子
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て
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板
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ム
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情
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案
内
板

Pick up

８月31日㈮
午前９時30分～11時30分

日

これっと総合体育館場

これっと健康相談

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談・歯科相談

持 母子手帳、健康手帳

ぱれっと健康相談
８月28日㈫
午前９時30分～11時30分

日

ぱれっと場

全町民対

内 血圧・体脂肪・体重測定、
保健・栄養相談

持 母子手帳、健康手帳

他

わくわく教室
８月22日㈬午前９時30分～12時30分日

旭山動物園場

０歳～就学前児と保護者対

内 バス遠足

参加費…動物園の年間パスポー
トが無い場合は820円必要です
※詳しくはわくわく便り８月号に掲載

申 ７月27日㈮～８月17日㈮午前中
までにこども未来課

これっと・ぱれっとを親子のふれあ
いの場、友達づくりの場として開放
しています。

①これっと
② ぱれっと
①【平日】午前９時30分～11時30分
　【毎週火・木】午後２時～４時
②【平日】午前９時30分～11時30分
　【毎週火・金】午後２時～４時
※事業のある日は中止となります。

場

にこにこサロン

対象者へ個人通知

健康ふくし課健康推進グループ ☎83-5431

8月
個 日時日 場所場 対象対 内容内 持ち物持 申込申 その他他

お問い合わせ

【■ の行事については】
こども未来課子育て支援センターぱれっと ☎83-3767

【■ の行事については】

日

他

すくよちのび広場
８月６日㈪午前10時～11時30分日

ひじり野西公園（雨天時：ぱれっと）場

０歳児～就学前時と保護者対

内 ひじり野西公園で遊ぼう

着替え、オムツ（必要な方）、飲み
物、タオル、帽子

申 ８月３日㈮午前中までにこども未来課

８月17日㈮
12時15分～

日

役場庁舎１階和室場

乳幼児健診

持

８か月～10か月児対

内 計測、問診、小児科診察、保健・
歯科・栄養相談・子育て相談
母子手帳、子育てサポートファイ
ル『えんじん』

個

内

子育てや教育に関する不安・悩みの
相談を受けます。親子のふれあいの
場『わくわく広場』も開設します。

８月３日㈮午前９時30分～11時30分
※お誕生会の後に移動します。遅
　れる方は職員へご相談ください。

日

東神楽幼稚園場

東神楽幼稚園の先生が
お話してくれます。

子育て教育相談

8月2日㈭午前中までにこども未来課申

①８月21日㈫　②８月23日㈭
午前9時30分～11時30分

日

①役場庁舎 １階和室
②ふれあい交流館２階和室

場

助産師健康相談

妊婦、０歳児、０歳児の保護者対

内 育児相談、母乳相談

持 母子手帳、タオル（母乳相談希
望の方）

こども未来課子育て支援セン
ターが行う行事については、
『わくわく便り』にも詳細を
記載していますので、併せて
ご覧ください。

　まちづくりの基本は、『町の強みを活かし、町の弱
みを補うこと』。では、東神楽町の強みはなんでしょ
うか？『人口増加』『子どもが多い』など、たくさん
ありますが、その一つに『旭川空港が立地している』
点が挙げられると思います。
　それでは、今、東神楽町は空港が立地していると
いう強みを活かしきれているのでしょうか？残念なが
ら、私はその問いかけに肯首することはできません。
　『RESAS 等を用いた東神楽町データ分析③観光振興
編』にも書かれているとおり、東神楽町への観光客
約 30万人のうち、道内客が９割（25.4 万人）を占め、
道外客はわずか１割の 2.9 万人しかおりません。その
道外客のうち、北海道新幹線や他の空港着の飛行機
を使う人もいることを考えれば、東神楽町の観光客
のうち旭川空港を利用した人は実に１割以下という
ことになります。
　別の見方をしてみます。旭川空港の乗降客数は毎
年 110 万－ 120 万人程度。来る人と帰る人が両方カ
ウントされているので、実際には、少なくとも毎年
55－ 60万人程度が、観光であれ、ビジネスであれ
東神楽町の地を踏んでいることになります。道外客
2.9 万人との比を取れば、旭川空港の利用者のうち東
神楽の客は最大でも５％以下ということになります。
これでは東神楽町が『素通りされている町』といっ
ても過言ではないでしょう。
　そもそもの統計の正確性に疑義があるのはわかっ
ています。しかし、東神楽が、空港という強みを十
分活かしきれていると示すデータが存在しないのも
また事実です。

　先月号のキムマガで、地域経済を活性化させるた
めには『外貨』を獲得していくことが大切だと書き
ました。せっかく町には空港が立地しているのだか
ら、その利点を活かし『町内に人を呼び込んでお金
を落としてもらうこと』に力を入れなければダメだ
と思います。
　まずは、お金を落としてもらえるような仕掛けを
作らなければなりません。今の東神楽には『客寄せ
パンダ』は必要なく、お金を落とす場づくりに力を
注ぐべきだと考えます。すなわち、食べるところ、
寝るところ、遊ぶところ、買うところ、見るところ、
動くところを用意するということです。
　しかし、これは原則、行政の仕事ではありません。
行政は民間企業が経済活動をしやすくするのが役目
であり、経済活動そのものは民間の役割だからです。
　４月から実施している『東神楽流・創業支援三本柱』
は一層、経済活動をしやすい町になるための方策で
す。加えて、７月には規制を緩和しました。現在は
規制上、店舗を経営することのできない市街地調整
区域内にあってもグリーンツーリズムに資する農家
による農家民宿や農家レストランなどであれば経営
することができるようになります。
　お金を落とす仕組みづくりは一朝一夕にはできま
せん。効果が出るにも数年単位の時間がかかるもの
です。その道のりはとても長い。でも、東神楽が潤
うためにはやらねばならないことだと考えています。

の͋Δ町ߓۭ

ଜ ढ़
図　東神楽町観光入込客数
の道内客と道外客の割合

2.9 万人

道内客 道外客

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・８月
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ニ
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ッ
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ら
せ

　

重
度
心
身
障
が
い
者
と
ひ
と
り
親

家
庭
な
ど
の
医
療
費
受
給
者
証
は
８

月
で
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
方
に
は
７
月
下
旬
に

郵
送
し
ま
す
の
で
、
８
月
以
降
の
診

療
時
に
は
新
し
い
受
給
者
証
と
保
険

証
を
併
せ
て
医
療
機
関
窓
口
に
提
示

し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
受

給
者
証
は
７
月
末
日
の
有
効
期
限
が

切
れ
た
後
に
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。　

　

東
神
楽
町
戦
没
者
・
功
労
者
追
悼

式
が
次
の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

　

義
経
台
の
顕
功
碑
に
は
、
明
治
以

降
の
諸
戦
争
で
の
国
難
に
殉
ぜ
ら
れ

た
戦
没
者
１
１
４
人
、
功
労
者
2�
人

の
合
計
１
３
８
人
の
方
の
名
前
が
刻

ま
れ
て
い
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
の
ご
参
列
を
お
願

い
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
５
日
㈰　

午
前
̕
時

■
場
所
　
総
合
福
祉
会
館

１
階
大
ホ
ー
ル

　

広
報
５
月
号
に
お
知
ら
せ
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
申
し
込
み
件
数
が
、

助
成
予
定
台
数
を
下
回
り
ま
し
た
の

で
、
追
加
募
集
を
行
い
ま
す
。

■
募
集
件
数　

５
件

■
助
成
対
象

・
町
内
に
住
所
を
有
し
、
居
住
し
て

い
る
個
人

・
町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
事
業
者

※
た
だ
し
、
11
月
30
日
㈮
ま
で
に
工

事
を
完
了
で
き
る
場
合
に
限
り
ま

す
。

■
助
成
対
象
施
設�

雪
槽
（
機
）
…

地
下
水
、
電
気
、
バ
ー
ナ
ー
方
式
な

ど
で
地
中
に
埋
設
固
定
さ
れ
、
落
下

や
や
け
ど
防
止
の
た
め
の
安
全
装

置
を
備
え
た
も
の
で
、
融
雪
水
が
雨

水
側
溝
な
ど
へ
排
水
さ
れ
る
も
の

・
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
…
発
熱
体

や
放
熱
体
を
埋
設
し
融
雪
す
る
も

の
で
、
融
雪
水
が
雨
水
側
溝
な
ど

へ
排
水
さ
れ
る
も
の

※
な
お
、
移
動
可
能
な
融
雪
施
設
、

助
成
決
定
以
前
に
設
置
工
事
を
し

た
も
の
を
除
き
ま
す
。

■
助
成
額　

融
雪
施
設
の
設
置
工
事

費
の
半
額
相
当
（
20
万
円
限
度
と

し
ま
す
）

■
必
要
書
類　

申
請
書
、
補
助
金
等

交
付
申
請
額
算
出
調
書
、
資
金
収

重
度
・
ひ
と
り
親
医
療
費

受
給
者
証
の
更
新

健
康
ふ
く
し
課
☎
83
―
５
４
３
０

ご
参
列
く
だ
さ
い

戦
没
者
・
功
労
者
追
悼
式

健
康
ふ
く
し
課
☎
83
―
５
４
３
０

追
加
募
集
し
ま
す

融
雪
施
設
設
置
費
助
成

建
設
水
道
課
☎
83
―
５
４
１
４

˙͍߹Θͤɹݐઃਫಓ՝ݐઃάϧʔϓʢὸ�������ʣ

　下水ಓは、下水管にूめたԚ水を処理場でড়化し
てՏへ放流しています。
　最近、下水管（Ԛ水マンϗールϙンϓ）にゴミが
٧まり、ҡ࣋管理にࢧোをきたすことが多発していま
す。下水管が٧まるݪҼとなるものや、下水処理水の
࣭をѱ化させるものを流さないようにしましょう。

˙水ચトイϨにはトイϨットϖーパーҎ֎は流さな
いようにしましょう

�などの水『ྨ』�『トイϨ༻আγート』�『おむつࢴ』
に溶けないゴミ
˙所やお෩࿊のഉ水管を٧まらせるڪれがありま
すので流さないようにしましょう

『ࡊくず』�『残൧』�『天ら༉などのഇ༉』

　のഉ水管や下水管が٧まるとഉ水ෆྑをىこ
しԚ水がҲれるՄ性があります。また水࣭がѱ化
するときれいな水になるのに多くの時間と費༻がか
かります。下水ಓはշదな生活ڥをつくるެ共の
し༺です。一人ひとりがルールを守り大切に࢈ࡒ
ましょう。

ࣸਅ１　ด塞ঢ়گ ࣸਅ̎　ด塞物
（水に溶けない下水ゴミ）

�
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タ
ウ
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ニ
ュ
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康
食
育
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育

ス
マ
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ル
キ
ッ
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育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
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板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up

支
計
画
書
、
工
事
見
積
書
、
設
置

位
置
図
、
配
置
図
、
排
水
経
路
図
、

融
雪
施
設
の
仕
様
書

※
な
お
、
補
助
申
請
書
類
な
ど
に
つ

い
て
は
、
建
設
水
道
課
お
よ
び
ふ

れ
あ
い
交
流
館
で
配
布
し
ま
す
。

■
申
し
込
み　

設
置
費
の
助
成
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
８
月
１
日
㈬
か

ら
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
建
設
水
道

課
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
が
あ
っ
た
も
の
か
ら
、
順

次
交
付
決
定
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
募
集
件

数
に
達
し
次
第
、
募
集
を
終
了
し

ま
す
。

　

既
存
住
宅
の
耐
震
化
を
図
り
、
地

震
発
生
時
の
住
宅
の
倒
壊
な
ど
に
よ

る
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
、
耐
震
改

修
費
お
よ
び
、
解
体
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

■
補
助
対
象　

昭
和
56
年
5
月
31
日

以
前
に
着
工
さ
れ
た
住
宅
で
、
耐

震
診
断
を
行
い
、
耐
震
性
能
を
満

た
し
て
い
な
い
と
判
断
さ
れ
た
も

の
を
対
象
と
し
、
耐
震
性
能
を
満

た
す
も
の
に
改
修
す
る
費
用
を
対

象
と
し
ま
す
。
対
象
と
な
る
耐
震

改
修
費
は
、
耐
震
改
修
工
事
お
よ

び
そ
の
実
施
に
伴
う
付
帯
工
事
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
耐
震
性
能
を

満
た
し
て
い
な
い
住
宅
を
解
体

し
、
建
て
替
え
る
場
合
も
、
既
存

住
宅
の
解
体
費
の
一
部
が
対
象
と

な
り
ま
す
。

※
事
前
に
工
事
に
着
手
し
た
も
の
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

■
補
助
金
額　

補
助
対
象
額
に
よ

り
、
補
助
す
る
率
お
よ
び
金
額
が

変
わ
り
ま
す
が
、
耐
震
改
修
の
場

合
は
、
30
万
円
を
限
度
と
し
て

10
％
、
解
体
の
場
合
は
、
15
万
円

を
限
度
と
し
て
、
10
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。

■
申
し
込
み　

設
置
費
の
助
成
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
12
月
20
日
㈬
ま

で
に
、
申
請
書
に
必
要
書
類
を
添

え
て
建
設
水
道
課
ま
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

※
募
集
期
間
内
で
あ
っ
て
も
予
算
額

に
達
し
た
時
点
で
、
受
け
付
け
を

終
了
し
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
町
・
道
民
税
、
固

定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
、
軽
自
動

車
税
の
納
期
限
は
７
月
31
日
㈫
で
す

の
で
、
納
期
限
ま
で
に
完
納
し
て
く

だ
さ
い
。
な
お
納
期
限
ま
で
に
納
め

る
こ
と
が
困
難
な
と
き
に
は
、
税
務

課
収
納
対
策
グ
ル
ー
プ
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
け
れ
ば
夜

間
の
相
談
も
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。

　

町
税
や
各
種
使
用
料
を
納
期
限
ま

で
に
納
付
さ
れ
た
方
と
の
公
平
性
を

保
つ
た
め
に
、
納
期
限
ま
で
に
町
税

な
ど
を
納
付
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
地
方
税
法
や
条
例
に
基
づ
き
延

滞
金
ま
た
は
遅
延
損
害
金
を
請
求
し

ま
す
の
で
ご
留
意
願
い
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
徴
収
金
は
、
固
定
資

産
税
な
ど
の
町
税
と
、
公
営
住
宅

使
用
料
や
保
育
所
保
育
料
な
ど
の

税
外
諸
収
入
金
で
す
（
大
雪
地
区

広
域
連
合
の
保
険
料
も
同
様
で

す
）。

○
延
滞
金
ま
た
は
遅
延
損
害
金
は
納

期
限
の
翌
日
か
ら
計
算
さ
れ
ま

す
。

○
延
滞
金
ま
た
は
遅
延
損
害
金
の
率

は
『
年
８
．９
％
』
で
す
。
た
だ

し
納
期
限
の
翌
日
か
ら
１
カ
月
を

経
過
す
る
日
ま
で
の
期
間
は『
２
．

６
％
』
と
な
り
ま
す
。

○
延
滞
金
ま
た
は
遅
延
損
害
金
の
計

算
を
し
た
結
果
、
１
０
０
０
円
を

超
え
た
場
合
に
請
求
し
ま
す
。

戸
建
て
住
宅
の
耐
震
改
修
費
お
よ
び

解
体
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す

建
設
水
道
課
☎
83
―
５
４
１
４

町
税
第
１
期
の
納
付
期
限
は

７
月
31
日
㈫
で
す

税
務
課
収
納
対
策
Ｇ
☎
83
―
５
４
０
４

˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹ·ちͮくΓਪਐ՝ʢὸ�������ʣ

　౦ਆ楽ொでは、ߦࡂແઢのデδλル化に向け、平成
30 年３月から֤͝家庭のށผड৴器のઃஔɾަを進め
ています。
　ߦࡂແઢは、ॅ民のօさまの体、生命ٴび࢈ࡒを
守るためのࡂใや、ߦからのお知らせを伝ୡするॏ
要なઃඋです。地や෩などのࡂや力ܸ߈などの危
に、֎拡声スϐーカーや自にઃஔࡍ事象が発生したػ
しているށผड৴器から、音声やαイϨンによってਝか
つ計ը的にお知らせすることができます。
　デδλルށผड৴器のਃ༻ࢴは、ੈଳ主Ѽてに༣送ࡁ
みです。平成 30 年３月Ҏલにઃஔɾަしたߦࡂແ
ઢのށผड৴ػは、平成 31 年１月から༻できなくなり
ますので、おૣめに、ަのखଓきをߦってください。

ઃஔਃ込書ఏ出期ݶ　平成 30 年８月 31 日（ۚ）

ʲށผड৴器ઃஔに関する注意点ʳ
˓ઃஔର象ੈଳおよびઃஔ数は、౦ਆ楽ொにॅ民

ථを༗する１ੈଳあたりݪଇ１です。
˓ສが一、おख元にਃ込書がݟ当たらない場合は、ま

ちづくりਪ進՝または;れあいަ流ؗ事ࣨに予උ
がありますので、おਃし出ください。

事ෛ業者であるパナ、事はผड৴器のઃஔށ˓
ιχックγスςムιリューγϣンズδϟパン᷂によ
りߦわれます。

˓地域により、֎෦Ξンςナをઃஔし、έーϒルを
にઢする事が必要な
場合があります。

˓ઃஔにରする費༻は発生し
ません。

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・８月
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毎
日
の
生
活
の
中
の
ち
ょ
っ
と
し

た
困
り
ご
と
や
悩
み
事
に
つ
い
て
、

心
配
ご
と
相
談
員
が
お
話
し
を
伺
い

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
相
談
の
内

容
は
個
人
の
秘
密
と
し
て
固
く
守
ら

れ
ま
す
。

■
日
時　

８
月
23
日
㈭　

午
後
１
時
か
ら
４
時

■
場
所　

役
場
庁
舎
１
階健

康
相
談
室

����　

８
月
15
日
㈬
・
16
日
㈭
の
ご
み
の

収
集
は
、
お
盆
期
間
中
の
た
め
お
休

み
し
ま
す
。

　

な
お
、
し
ら
か
ば
清
掃
セ
ン
タ
ー

で
は
通
常
ど
お
り
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
、
ご
み
の
直

接
受
け
入
れ
を
し
て
い
ま
す
。
直
接

受
け
入
れ
で
き
る
ご
み
は
、
可
燃
ご

み
、
不
燃
ご
み
、
大
型
ご
み
、
資
源

ご
み
、
有
害
ご
み
で
重
量
10
㎏
に
つ

き
80
円
の
処
理
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
（
資
源
ご
み
、
有
害
ご
み
は
無
料

で
す
）。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
ス
ズ
メ
バ

チ
の
活
動
が
活
発
に
な
り
、
道
内
で

も
毎
年
多
く
の
方
が
被
害
に
あ
っ
て

い
ま
す
。

　

特
に
夏
か
ら
秋
に
か
け
て
は
、
ス

ズ
メ
バ
チ
が
巣
を
守
ろ
う
と
す
る
本

能
が
強
く
な
り
、
巣
を
触
っ
た
り
近

づ
く
人
を
攻
撃
し
ま
す
。
ス
ズ
メ
バ

チ
を
見
か
け
た
ら
大
騒
ぎ
せ
ず
静
か

に
そ
の
場
を
離
れ
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
チ
は
黒
い
も
の
を
攻
撃
す
る
習

性
が
あ
る
の
で
、
野
外
に
出
る
と
き

に
は
、
な
る
べ
く
白
っ
ぽ
い
服
装
と

帽
子
を
身
に
つ
け
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
露
出
し
た
部
分
が
刺
さ
れ
や
す

い
の
で
、
長
そ
で
、
長
ズ
ボ
ン
を
着

用
し
ま
し
ょ
う
。
ス
ズ
メ
バ
チ
が
家

の
敷
地
内
に
巣
を
作
っ
た
場
合
は
、

所
有
者
が
駆
除
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
が
、
個
人
で
の
駆
除
は
大
変
危
険

で
す
。
専
門
業
者
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
を
駆
除
し
た
費

用
の
一
部
を
補
助
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
。詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
、

く
ら
し
の
窓
口
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　

霊
園
墓
地
内
に
ご
み
や
お
供
え
物

を
残
す
と
、
カ
ラ
ス
な
ど
の
被
害
に
よ

り
、
お
供
え
物
な
ど
が
周
辺
に
散
乱
し

ま
す
。
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を

か
け
る
と
と
も
に
、
環
境
衛
生
上
好
ま

し
く
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
帰
り
の
際

は
必
ず
お
供
え
物
な
ど
を
持
ち
帰
る
よ

う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

８
月
は
北
方
領
土
返
還
要
求
運
動

強
化
月
間
で
す
。
北
方
四
島（
歯
舞

群
島
、
色
丹
島
、
国
後
島
、
択
捉
島
）

の
早
期
返
還
の
実
現
は
、
道
民
は
も

と
よ
り
国
民
の
長
年
に
わ
た
る
悲
願

で
す
。
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
意
識
の

高
ま
り
が
、
北
方
領
土
問
題
を
解
決

す
る
た
め
の
ロ
シ
ア
と
の
外
交
交
渉

を
支
え
る
力
と
な
り
、
早
期
返
還
を

実
現
さ
せ
る
原
動
力
と
な
り
ま
す
。

こ
の
機
会
に
、
北
方
領
土
返
還
問
題

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

心
配
ご
と
相
談

社
会
福
祉
協
議
会
☎
83
―
５
４
２
４

お
盆
期
間
中
の

ご
み
収
集
に
つ
い
て

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
２

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う

墓
地
の
ご
み
・
お
供
え
物

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
２

正
し
い
知
識
で
防
ご
う

ハ
チ
の
被
害

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
２

考
え
よ
う

北
方
領
土
返
還

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
☎
83
―
２
１
１
３

ʲ౦ɾひ͡Γ۠ ༦ࢢɾຍགྷΓʳ
˙ ８月̐日　࣌ 1�ɿ00 ～
˙ ॴ　;れあいަ流ؗற車場（雨天時ɿަ 流ؗΞリーナ）
˙ ༰　16ɿ00 ～　༦ࢢ（ࡊച、ԑ日など）

18ɿ00 ～　子どもຍགྷり
19ɿ00 ～　一ൠの෦�ຍགྷり
20ɿ15 ～　৹ࠪ結Ռ発ද
20ɿ30　　�ऴྃ

�※ຍགྷり৹ࠪର象となるには要ड付。ݸ人、ஂ体
　�のड付があり、ஂ体は໊̐Ҏ上からड付。

˙ओ ౦地۠ެ民ؗ　࠵
˙߹ͤɹ;れあいަ流ؗ（ὸ 83�3��1）

ʲࢤൺ۠ຍགྷΓ大ձʳ
˙ ８月　࣌ 1� 日  18ɿ00 ～
˙ ॴ　ࢤ比খ学校ற車場（雨天時ɿখ学校体育ؗ）
˙ ༰　19ɿ00 ～　子どもຍགྷりɾ大人ຍགྷり

20ɿ30 ～　ՖՐ
˙ओ 比地۠ެ民ؗࢤ　࠵
˙߹ͤɹࢤ比খ学校（ὸ 96�21�6）

ʲୈ �� ճ ٛܦຍགྷΓʳ
˙ ８月　࣌ 12 日  1�ɿ30 ～（雨天時ɿ13 日 にॱԆ）
˙ ॴ　ٛެܦԂグランυ（時ࠁ、༰は変ߋの場合༗）
˙ ༰　18ɿ00 ～　子どもຍགྷりӖ、ٛࡩܦ太ޑ、

ձひじりࢁ味ઢྰࡾ��　　　　　
19ɿ15 ～　ւຍӖ、ୈ８回�ઢ߳ՖՐ大ձ
　　　　　��ୈ７回�中ԝ地۠ެ民ؗՖՐ大ձ

˙ओ ҕһձߦຍགྷり࣮ܦٛ　࠵
˙߹ͤɹٛܦຍགྷり࣮ߦҕһձ�ळࢁ（ὸ 83�382�）

ʲୈ̐ճӫ۠ຍགྷΓ大ձʳ
˙ ８月　࣌ 11 日 16ɿ00 ～
˙ ॴ　ӫ地۠ެ民ؗற車場（雨天時ɿެ 民ؗ大ϗール）
˙ ༰　18ɿ00 ～　子どもຍགྷり

19ɿ00 ～　Ծຍགྷりɾ大人ຍགྷり
20ɿ00 ～　৹ࠪ結Ռ発ද
20ɿ30　　�ՖՐɾऴྃ

˙ओ ҕһձߦӫ地۠ຍགྷり࣮　࠵
˙߹ͤɹӫ地۠ެ民ؗ（ὸ 83�2995）

　　　　　　　　　　　　　　※すべてのձ場で出ళがあります

平成30(2018)年・８月　すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら



特

　
　集

タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス

健
康
食
育

花
育

ス
マ
イ
ル
キ
ッ
ズ

子
育
て
コ
ラ
ム

子
育
て
案
内
板

キ
ム
マ
ガ

情
報
案
内
板

Pick up

　

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
20
歳

以
上
60
歳
未
満
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。将
来
、老
齢
基
礎
年
金
や
障
害
基

礎
年
金
な
ど
の
給
付
を
受
け
る
た
め

に
は
、
保
険
料
の
納
付
期
間
や
免
除

期
間
な
ど
に
一
定
の
要
件
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ

が
あ
り
ま
す
と
、
年
金
を
受
け
ら
れ

な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
保

険
料
は
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
平
成
��
年
度
保
険
料

　

月
額
１
万
６
３
４
０
円

■
保
険
料
の
納
付
は

口
座
振
替
が
便
利
で
す

　
　

口
座
振
替
に
す
る
と
保
険
料
を

納
め
に
行
く
手
間
が
省
け
る
ば
か

り
か
、
納
め
忘
れ
か
ら
年
金
が
受

け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま

せ
ん
の
で
と
て
も
便
利
で
確
実
で

す
。
口
座
振
替
を
ご
希
望
の
方
は

『
納
付
書
、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳

印
』
を
用
意
の
う
え
、金
融
機
関
、

郵
便
局
の
窓
口
に
用
意
し
て
あ
る

『
口
座
振
替
納
付（
変
更
）申
出
書
』

に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
ご
希

望
の
金
融
機
関
ま
た
は
年
金
事
務

所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が

困
難
な
方
は

　
　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
る
『
免
除
制

度
』
が
あ
り
ま
す
。
免
除
の
承
認

に
つ
い
て
は
、
本
人
や
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
度
の
所
得
状
況
に

よ
り
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
自
衛
官
候
補
生
な
ど

を
募
集
し
ま
す
。

【
自
衛
官
候
補
生
】

■
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
2�
歳
未
満
の
男
女
（
採
用
予

定
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間　

試
験
日
に
よ
り
異
な

る
た
め
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日　

８
月
26
日
㈰
・
2�
日
㈪
・

９
月
18
日
㈫
・
20
日
㈭
・
25
日
㈫

の
い
ず
れ
か
１
日

■
試
験
会
場　

受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
一
般
曹
候
補
生
】

■
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る
18
歳

以
上
2�
歳
未
満
の
男
女
（
平
成
31

年
４
月
１
日
現
在
）

■
受
付
期
間　

９
月
７
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

９
月
21
日
㈮
・
22
日
㈯
・

23
日
㈰
の
い
ず
れ
か
１
日

■
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

【
航
空
学
生
】

■
資
格　

18
歳
以
上
21
歳
未
満
の
男

女（
空
）・
18
歳
以
上
23
歳
未
満
の

男
女（
海
）（
い
ず
れ
も
日
本
国
籍
を

有
し
、平
成
31
年
４
月
１
日
現
在
）

（
高
卒
・
見
込
み
含
む
）

■
受
付
期
間　

９
月
７
日
㈮
ま
で

■
試
験
日　

９
月
1�
日
㈪

■
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

次
の
と
お
り
、臨
時
職
員（
保
育
士

な
ど
）を
募
集
し
ま
す

■
勤
務
期
間　

採
用
日
か
ら
平
成
31

年
３
月
31
日
ま
で

■
勤
務
場
所　

中
央
保
育
園
、
東
聖

小
規
模
保
育
園
、
児
童
ク
ラ
ブ
、

子
ど
も
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
、
東

神
楽
幼
稚
園
、
町
内
小
中
学
校

■
募
集
職
種　

保
育
士
、
看
護
師
、

学
童
保
育
支
援
員
、療
育
指
導
員
、

相
談
支
援
専
門
員
、幼
稚
園
教
諭
、

代
替
調
理
員
な
ど

■
募
集
期
間　

８
月
10
日
㈮
ま
で

　

応
募
方
法
や
勤
務
条
件
な
ど
詳
し

く
は
、
各
施
設
に
設
置
の
募
集
チ
ラ

シ
ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
フ
ェ
イ

ス
ブ
ッ
ク
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

自
衛
官
な
ど
を
募
集
し
ま
す

自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部
☎
54
ー
５
６
１
７

　マイϓランɾマイスλデΟ࠲ߨとは、グルーϓの学
習をԉॿする੍度です。学習ձや࠲ߨを։࠵する場合、
地域の元気づくり՝が૭ޱとなって学習相談をはじめ、
۠の女性ߦ、のあっせんをします。これまでもࢣߨ
෦や親しい間の学習に活༻されています。

˙ର 　̑人Ҏ上のグルーϓ（ொ民ɾொۈ者）
˙ ༰　झ味ɾ教ཆ、家庭生活などにかかわる学習

ձ（࠲ߨɾ教ࣨなど）にରして、ࢣߨのあっ
せん、一෦ର象ܦ費のԉॿをߦいます。

˙ͦ ͷ ଞ　ৄしくは地域の元気づくり՝（ὸ 83�5�0�）
までおい合わせください。

˙ਃ ࠐ Έ　૯合ࢱձؗɾ;れあいަ流ؗにあるਃ込
日の̎िࢪ入のうえ࣮هに必要事߲をࢴ༺
間લまでに地域の元気づくり՝へおਃし込
みください。

●●●●●●

●●●●●●

˙͍߹Θͤɹ地域の元気づくり課（☎83-5407）

東聖 ・ ひじり野地区 納涼盆踊り

　これからスϙーツを始めてみたいとおߟえの方、ڵ味が
ある方は、体育ڠձまでおい合わせください。　　　

Ұൠձһ
ٿ෦ ήートϘール࿈合

パークゴルϑڠձ バυミントン෦
ٿ෦ ミχバϨーڠձ

バϨーϘール෦ ಓձٷ
ιϑトςχスѪձ ॊಓ෦

ಓ࿈ໍ ゴルϑ同ձ
ιϑトϘール෦

গஂձһ
ٿ少年ஂ（౦ਆ楽） クロスカントリースキー少年ஂ
ٿ少年ஂ（౦） ミχバスέットϘール少年ஂ

ಓ少年ஂ バϨーϘール少年ஂ
ॊಓ少年ஂ バυミントン少年ஂ

αッカー少年ஂ 空ख少年ஂ

˙͍߹Θͤɹ౦ਆָொମҭڠձࣄہʢὸ�������ʣ

保
険
料
の
納
め
忘
れ
は

あ
り
ま
せ
ん
か

く
ら
し
の
窓
口
課
☎
83
―
５
４
０
１

年
　
　
　
金

募
　
　
　
集

˙͍߹Θͤɹݐઃਫಓ՝ݐઃάϧʔϓʢὸ�������ʣ

　都ࢢ計ը۠域で、車ݿ（カーϙートをؚむ）な
どの建ங物を建ஙする場合には、建ஙج४๏ୈ６
ୈ１߲のن定による֬ೝਃのखଓきが必要となり
ます。
　建ஙج४๏ୈ̎で『建ங物』は、『ࠜおよび
பもしくは壁を༗するもの』とن定されています。
カーϙートのような比ֱ的؆୯に立、ղ体、ఫڈ
ができるものでも『建ங物』になります。
　カーϙートにݶらず、建ங物
で 10 平方メートルを超える増
ங、改ஙおよびҠసのࡍ、また、
৽ஙについては、面積にかかわ
らず全て֬ೝਃが必要となり
ます。

臨
時
職
員
︵
保
育
士
な
ど
︶
を

募
集
し
ま
す

こ
ど
も
未
来
課
☎
83
ー
５
４
２
３

教
育
推
進
課
☎
83
ー
５
４
０
６

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・８月
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北海道シェイクアウト参加者募集 !!
ʢࣗओࢀՃܕͷҰ੪܇ࡂ࿅ʣ

　ւಓでは、ݸ人およびஂ体（学校、ا業など）をର象に『ւಓγΣイクΞト』
（自主ࢀՃܕの一੪܇ࡂ࿅）を࣮ࢪします。
　『γΣイクΞト』とは、時間もかからない大変γンϓルな܇࿅で、ࢀՃ者のࡂ
意ࣝ向上にޮՌ的であるとともに、自主܇࿅とみ合わせることなどにより、ࡂ

　　　　　　　　　　　　�リスクマωδメントの向上が期されるものです。

˔ɹ ɹ࣌　平成 30 年８月 31 日 ޕલ 10 時
ಈͷ̍ʵ̎ʵ̏ʣߦՃ༰　それͧれの場所でおおむね１分程度、ᶃ·ͣくʂᶄ಄ΛकΓʂᶅಈかͳ͍ʂʢ҆શࢀ˔

を࣮ࢪします。
༺Ճ費はແ料です。ઐࢀ　Ճํ๏ࢀ˔ 8FC αイト（IUUQ���XXX.TIBLFPVU.KQ�FWFOU�IPLLBJEP�）にΞクセスし、

ਃし込みϑΥームからࢀՃొしてください。
平成　ؒظूื˔ 30 年８月 30 日 まで
˔ৄɹɹࡉɹઐ༻ 8FC αイトで֬͝ೝいただくか、ւಓ૯

෦危ػରࡦ՝（ὸ 011�20��5008）へおい合
わせください。

˔ ͦ ͷ ଞ　当日は、場をはじめެ共ࢪઃにおいても、૭ޱ
業などにࢧোのないൣғで܇࿅を࣮ࢪしますの
で͝理ղと͝ڠ力をおئいします。

˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹۀ࢈ৼڵ՝ ʢὸ�������ʣ

　౦ਆ楽ொでは、『多֯ܦӦに取りみたい業者』の
Ӧ意向と、ொの活性化のためにグリーンɾツーリズムܦ
をਪ進します。
ɹグリーンツーリズムとは、『ړࢁଜにおいて自然やจ
化、そして人々とのަ流を楽しみながら、Ώっくりとٳ
Ջを過͝す在ܕの余Ջ活動』のことです。
　本ொの۩体的な取みとしては、業者などが࣮ࢪ主
体となる家民॓、家Ϩストラン、؍光Ԃ、作業
体ࢪݧઃ、地場࢈ൢചࢪઃなどのඋをଅ進していき
ます。
　౦ਆ楽ொの都ࢢ計ը۠域においては、建ங物の建ங、
増改ஙには、都ࢢ計ը๏上の੍نがありますが、このた
び、౦ਆ楽ொでは、グリーンɾツーリズム関࿈事業をਪ
進するためにࢢொଜ計ըとして「ଜ在ܕ余Ջ活動ػ
උ計ը」（Ҏ下「౦ਆ楽ொ計ը」という。）をࡦ定し
ましたので、今までڐՄされなかった֗ࢢ化調۠域に
おけるグリーンɾツーリズム関࿈ࢪઃの建ஙがՄとな
りました。
　ϗームϖーδにおいて平成 30 年７月̎日付けでެද
していますので、֬͝ೝください。

˙ରऀ
。のいずれかに当てはまる業者がର象となります࣍　
（1）ொでߞ作またはཆசの事業を自らߦう者
（2）ொでߞ作またはཆசの事業を自らߦう地所༗

ద֨๏人
（3）上（1）هまたは（2）のいずれかに当たる者で構

成されるஂ体
˙ରࢪઃ
（1）作業の体ࢪݧઃ（FY. （光Ԃ؍
（2）教ཆจ化ࢪઃ（FY. Ճ体ࢪݧઃ）
.ઃ（FYࢪཆٳ（3） 展所、あずまや）
（�）ूձࢪઃ（FY. 業者とのަ流ࢪઃ）
（5）॓ധࢪઃ（FY. 家民॓）
（6）ൢചࢪઃ（FY. 家Ϩストラン、地場࢈ൢചࢪઃ）
（�）上（1）هから（6）のࢪઃのར༻上、必要なࢪઃ（FY.

ചళ、トイϨ、管理事所）
˙આ໌ձ
。します࠵のとおりઆ明ձを։࣍　

˓日時　平成 30 年８月 21 日 ޕ後６時 30 分
˓場所　૯合ࢱձؗ１֊ձٞࣨ１
˓༰　ର象ࢪઃを業者がඋする場合のॾखଓき
˓ਃ込　８月 20 日 までに、࢈業ৼڵ՝（ὸ 83�

211�）までお電ください。

ᶃ·ͣくʂ ᶄ಄ΛकΓʂ ᶅಈかͳ͍ʂ

平成30(2018)年・８月　すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら
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˙͍߹Θ ɾͤਃࠐΈɹݐઃਫಓ՝ ཧάϧʔϓʢὸ�������ʣ

˙ऩೖج४
ʲொӦॅʳ

入ډ者全һの合計所ಘの月ֹが 158000 円Ҏ下（ࡋ
量֊ੈଳは 21�000 円Ҏ下）

（合計所ಘの月ֹとは、収入ֹより੫๏上の所ಘ
ֹを算出して、࣍に֘当する߇আֹを差しҾき、
12ϲ月でׂったֹۚです。）
ɾ親߇আ　　　　　　1 人につき380000 円
ɾ人ැཆ親߇আ　　1 人につき100000 円
ɾ特定ැཆ親߇আ　　1 人につき250000 円
ɾ特ผোがい者߇আ　　1 人につき�00000 円
ɾোがい者߇আ　　　　1 人につき2�0000 円
ɾՉ්（）߇আ　　　　　　　　2�0000 円

	ただし、所ಘが2�0000円未満のときはその所ಘֹۚ


˙ਃ͠ࠐΈ
建ઃ水ಓ՝にஔいてあるਃ込書（ϗームϖーδか
らμンローυできます）に必要事߲をه入押ҹの
うえఏ出してください。

ʲ必要書ྨʳ
ɾ同ډ者全һ分のݸ人൪߸֬ೝ書ྨ（ݸ人൪߸カー

υ、通知カーυなど）およびఏ出者の本人֬ೝ
書ྨ（運స໔ڐ証、ཱྀ݊など）（ఏࣔ）

ɾ上هҎ֎にもఴ付書ྨが必要な場合がありますの
で、建ઃ水ಓ՝管理グルーϓ（ί 83�5�13）ま
でおい合わせください。

ɾொ֎におॅまいの方については、ॅ民ථのࣸしを
͝ఏ出ください。

˙डؒظ
平成 30 年８月６日（月）ޕલ８時 30 分から
平成 30 年８月1�日（ۚ）ޕ後̑時 15 分まで

˙ఏग़ઌ
౦ਆ楽ொ建ઃ水ಓ՝管理グルーϓ
※༣送される場合は、必ず特定ه༣ศでお送りく

ださい（最ऴ日必ணとします）。

˙ͦͷଞ
ډ数を超えるਃし込みがあった場合は、入ށूื
者બߟҕһձまたはެ։நબձにより決定する予
定です。ৄ しい༰は、建ઃ水ಓ՝管理グルーϓ（ί
83�5�13）までおい合わせください。

˙ืूॅ
１ɽொӦॅ（一ൠੈଳ向け）౦ஂ地 56�2 ౩

（ひじりೆ１１ஸ目）
̎֊建の̎֊　３̡̙̠（62.19ᶷ）
建ங年度　ত 56 年度���1 ށ

̎ɽொӦॅ（一ൠੈଳ向け）౦ஂ地 5��1 ౩
（ひじりೆ１１ஸ目）
̎֊建の̎֊　３̡̙̠（62.19ᶷ）
建ங年度　ত 5� 年度　1 ށ

３ɽொӦॅ（一ൠੈଳ向け）ひじりஂ地 08 ౩
（ひじり１６ஸ目）
̎֊建の̎֊　３̡̙̠（�6.20ᶷ）
建ઃ年度　平成 20 年度　1 ށ

˙Ո
ʲொӦॅʳ

月ֹ　16900円～�9500円
（ॅおよび入ډされる方の所ಘにより異なります）
※ひじりஂ地08౩は、ஆ器および電気コンロ

のリース料がผ్かかります。

˙ೖ֨ࢿऀډ
४に֘当すجの݅すべてに֘当し、収入が収入࣍
る方

ʲ共通߲目ʳ
ɾ同ډする親があること（60 ଇنҎ上の者などࡀ

で定める者をআく）
ɾ現にॅに困ځしていること
ɾ੫ɾ༻料をೲしていないこと
ɾ入ډしようとする者全һが力ஂһでないこと
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事前に申し込みが必要なイベント
『往復はがき』に、希望するイベント名、住所、氏名、年齢、職業、電話番号を記入のうえ、８月 28 日㈫必着

でご応募ください。（１人１応募。応募者多数の場合は抽選となります）

˕管੍ౝɾ管੍ٕज़業のݟ学 ˕空ߓバスツΞーɿ࿏をߦするよ �

　１回目　11ɿ30 ～　　̎回目　12ɿ30 ～
　３回目　13ɿ30 ～
　˓ର象ɿখ学̑年生Ҏ上　˓நબɿ֤回８໊

　１回目　11ɿ30 ～　̎回目　12ɿ30 ～
　˓நબɿ֤回 22 ໊
　（運ߤঢ়گにより、時間がલ後するՄ性があります。）
　運がྑければ、ߤ空ػのணも一൪近くでݟられるかも � 

˕ +"- ඈػߦ୳ݕとࣸਅࡱӨ
˙あて先˙
˟ 0�1�1562　上܊౦ਆ楽ொ౦̎ઢ 15 ߸ 96�
国ަ通ল�Ѵ空ߓ出張所�Ѵ空ߓ「空の日」࣮ ҕһձߦ

　１回目　̕ɿ00 ～ 11ɿ00　̎回目　11ɿ30 ～ 13ɿ30
　˓ର象ɿどなたでも（খ学生Ҏ下は保ޢ者同）
　˓நબɿ֤回 50 ໊

◆その他のイベント◆
申し込みが不要のイベントも数多く開催されます。ぜひご来場ください。

˓空の楽しさ体̇ݧスカイɾスクΤΞ 2018　9ɿ00 ～ 15ɿ00
ϑライングϞデルϓϨーン作成教ࣨやパイロットɾ
客ࣨһなどによるトークγϣーをߦいます。

˓お楽しみநબձ　10ɿ00 ～ 15ɿ00
※空ߓࢦ定ళで 1000 円Ҏ上購入でநબ݊を１

ຕし、̎ຕでநબをߦうことができます。ܠ
がなくなり࣍ୈऴྃします。

˓ϗールインϫンで༡΅う　10ɿ30 ～
　ର象ɿখ学生Ҏ下 200 ໊（ड付ॱ）

˓;うせんと子どもԑ日　10ɿ00 ～ 15ɿ00
。ୈऴྃします࣍がなくなりܠ※

˓ϙストカーυ展ࣔɾൢച　10ɿ00 ～ 15ɿ00 ൢചの特ผൢചձ　10ɿ00ػ̤̙̖˓ ～ 15ɿ00

˓̡̟̖　̨̠̞̙ `　̨̩̪̙̞̤
　１回目　10ɿ30 ～ 11ɿ30　̎回目　13ɿ30 ～ 1�ɿ30

˓౾λグ車体ݧおよびスϊーバーϋイリϑトローμー車の展ࣔ
　̕ɿ30 ～ 12ɿ00　　ର象ɿ̑ࡀ～খ学生Ҏ下

˓空ߓফ車の放水࣮ԋ
　10ɿ30 ～ 1�ɿ�5（ޕલとޕ後に֤１回࣮ࢪ）

˓౦ਆ楽ொ出ళϒース　10ɿ00 ～ 15ɿ00
౦ਆ楽ொで࠾れた地元࢈物や、ുՖなどをൢചします

˓『空ඈͿٹ急車』υクλーϔリをݟ学
　11ɿ00 ～ 12ɿ00（予定）

運がྑければ『ւ上保安ிػ』もݟられるかも � 

※Ѵ空ߓற車場は༗料です。当日は、ற車場のࠞ雑が
予測されますので、ެ共ަ通ػ関の͝ར༻に͝ڠ力を
おئいいたします。

※天ީ、ۓ急事ଶなどにより、イϕントの一෦を変ߋɾ
中止することがあります。

問い合わせ
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リェーン・ジーン

　短い夏を皆様いかがお過ごしでしょう
か？『コジさん』こと小島です。直近の
活動内容について報告致します。
　我が町最大のイベント『花まつり』は間
もなく開催されますが、もう一つの夏の風
物詩である『フラワーフェスタ』は無事
に終了しました。私は焼きマシュマロを
担当しまして、真剣な表情でマシュマロ
を焼く子どもたちに癒された一日でした。
　７月 14 日には『東神楽グローバル・
フォーラム』をコミュカフェHOC とのコ
ラボで実施しました。海外の大学への進
学に関する講義や、日本に在住の外国人
の方によるプレゼンやパネルディスカッ
ションにより、空港を持つ町の住民として
のグローバルな対応をみんなで考える良

い機会となりました。（総参加者数 44名）
　また、現在当町にて力を注いでいる各
種地図の電子化ですが、私も担当して何
点かの地図を作製しました。スマホひと
つで東神楽の各種スポットを検索し、連
携した GoogleMap により簡単に案内され
るというサービスは、きっと観光客だけ
でなく町の皆さんの生活にもメリットを
提供できるものと期待しております。
　誰でも参加自由な『ひがしかぐら観光
マップ（景観編）』につながる QR コード
を記載しますので、あな
たのお気に入りの場所を
ぜひとも UP して広くお
伝えくださいね！

い機会となりました。（総参加者数 44名）
　また、現在当町にて力を注いでいる各
種地図の電子化ですが、私も担当して何
点かの地図を作製しました。スマホひと
つで東神楽の各種スポットを検索し、連

僕らの町の、新しい地図とは？

小島 茂　

　日本の病院は、分野ごとに細かく分かれてい
ます。自分の症状に対して、それぞれの専門医
または大きい病院のそれぞれの科に行って、受
診することになります。例えば、風邪や胃腸炎
の場合は内科・消化器内科、首の痛みや骨折の
場合は整形外科…など。
　医療制度が違うニュージーランドで育った私
としては今でも分かりにくいことです。ニュー
ジーランドだけではなく、アメリカ、カナダなど
の友人たちも、体調不良になったときにどこに受
診しに行くのが良いかよく分かっていません。
　なぜならば、自分の国で体調不良になったら、
まずは『General Practitioner』（一般医）または
『Family Doctor』（家庭医）を受診します。そこ
で風邪など簡単な病気なら、処方箋を出してくれ
ます。重い病気なら、専門科に紹介状を書いてく
れます。

　何年か前に、私はひどい風邪を引いて病院に行

こうとしました。しかし、いつも通っている病院

は診療時間外なので開いていませんでした。そこ

で一番近くて大きい病院に行ってみましたが、外

来の受付時間が過ぎていて、受付はできないと言

われました。こんな大きな病院でも時間制限が

あって助けてくれないことがショックで、日本語

がペラペラの私でもどうすればよいか分からなく

なってしまい、わびしさと悲しさがあふれてきて

その場で涙がボロボロ落ちました。結局、救急救

命室の当番医が診てくれましたが、とても辛い思

い出になりました。

　慣れない国で生活することはやはり難しいこと

です。困っている時に誰かが少しでも助けてくれ

たらとても嬉しい気持ちになります。皆さんの周

りに困っている方はいませんか？

日本語ペラペラでも辛いこと

平成30(2018)年・８月　すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら
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■ 東神楽町図書館　☎ 83-4646

いろいろあってもせな්になる方๏（45O3: ฤू෦）
マンガでやさしくわかるパパの子育て� （খ࡚　߂ګ）
葉ࣨྣ　བ中བ֎をΏく。� （葉ࣨ　ྣ）
ܳは人なり、人生はসいあり� （Վؙ　ܡ）
やねは΅くらのひるねばしょ� （খ　かおる）
つくえはつくえ� （味　太ޒ）

ਆڪろしや� （نӜ　རࡾ）
ཱྀ先のΦバέ� （໊　）
�たちはເをどうかなえるか܅ （দ本　ྵ࢜）
まわるよる� （UVQFSBUVQFSB）

から༲げは「余でՐを通す」が正ղ！� （上ా　३子）
「高太」の͝つまみ� 	ྛ　高太

「業をࣜגձࣾ化する」というແ理� （ా　थ）ଞ
えは自分の感じた中にある� （Ӌࢁ　ࠇ෬）

「おじいちゃんのおじいちゃんはどんなひと？」
５歳の子の素朴な質問から、時がどんどんさかの
ぼっていきます。ページをめくることに「おじい
ちゃん」の文字がどんどん増えます。さあ、どこ
まで増えるのでしょう？子どもは大喜びします。
読み聞かせする方も大変ですがとてもおもしろい
絵本です。

ͷಛू݄ࠓ
ਤॻؗͰಛूίʔφʔΛઃ͚
ͯɺςʔϚʹԊͬͨຊΛ·ͱΊͯ
ஔ͍͍ͯ· ɻ͢

͓͏·ͷ͓͜
͓ͳ͠ձ

˙ିग़ɾ༧ɾࡧݕ　
後̑時ޕ～લ８時30分ޕ　
　（予約ɾࡧݕは平日のみ）
　※図書ؗのカーυでି出ができます。
˙ฦ٫ɹ;れあいަ流ؗの։ؗ時間に४じます。
˙͍߹Θͤɹ;れあいަ流 （ؗὸ83�3��1）

※広ใ７月߸で、;れあいަ流ؗ図書ࣨのି出ɾ予約ɾ
後ޕ、後̑時15分までとなっていましたがޕ時間がࡧݕ
̑時までのޡりです。おびしてగ正します。

ֆຊΛָ͠Ήձh ͓ ·͏ͷ͓͜ʱʹ Αる
ֆຊΑΈ͖かͤձ
˙ɹ࣌ ɹ８月25日　ޕલ10時30分～
˙ɹॴɹ;れあいަ流ؗキッズルーム
Ճྉɹແ料（事લਃ込みෆ要）ࢀ˙

ΠϕϯτҊ

˙Ұൠॻɹײಈ͢るຊɾ͚ٽるຊ
ಐॻɹ՝ਤॻࣇ˙

;Ε͍͋ަྲྀؗͰ
ਤॻؗͷਤॻ͕ར༻Ͱ͖· ɻ͢

８月2�日 は月図書理日のためؗٳ日となり
ます。本をฦ٫される方は図書ؗཪޱのϒックϙ
スト、または;れあいަ流ؗを͝ར༻ください。

ਤॻࡧݕγεςϜΛ
͝ར༻くͩ͞ ʂ͍
　インλーωットで౦ਆ楽ொ図書ؗの図書ࡧݕγス
ςムがར༻できます。ொのϗームϖーδから『図書
γスςム』をクリックするか、ӈ上の̧̦コーυࡧݕ
をಡみ取ることでϖーδがදࣔされます。
。γスςムをར༻して、図書の予約もՄですࡧݕ※
　（予約は図書ؗでパスϫーυの取ಘが必要です）

すてきな笑顔と花のまち ひがしかぐら　平成30(2018)年・８月
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 ˙༥ઇࢪઃઃஔॿ成ର象者ื （ू�～11月30日�）（�116�） 	


	
 	ۚ
 ˙ೕ༮݈ࣇ（11�）

	ۚ
 ˙子育て教育相談（11�） 	


	
 ˙౦ɾひじり地۠�༦ࢢɾຍགྷり（118） 	日
 つ

	日
 ˙戦者ɾޭ࿑者ౣࣜ（116）
˙ୈ�8回�Ֆまつり（�広ใ�月߸ɿ112�） つ 	月
 図

	月
 ˙すくよちのび広場（11�）
˙ொӦॅ入ډ者ืू（～1�日）（121） 図 	Ր
 ˙ॿ߁݈ࢣ࢈相談（場）（11�）

˙グリーンツーリズムઆ明ձ（11�）

	Ր
 	水
 ˙わくわく教ࣨ（11�）

	水
 	
 ˙ॿ߁݈ࢣ࢈相談（;れあいަ流ؗ）（11�）
˙心͝と相談（118）

	
 	ۚ
 図

	ۚ
 ˙保育࢜などྟ時৬һ�ਃ込క切（119） つ 	
 ˙おうまのおやこ�おはなしձ（�125）
˙+"౦ਆ楽収֭感ँࡇ

	
 ˙ୈ̐回�ӫ地۠ຍགྷり大ձ（�118�） 	日
 つ

	日
 ˙ୈ16回ٛܦຍགྷり（�118�） つ 	月
 図

	月
 図 	Ր
 ˙ͺれっと݈߁相談（11�）

	Ր
 比地۠ຍགྷり（�118�）ࢤ˙ 	水


	水
 	


	ۚ

˙これっと݈߁相談（11�）
˙デδλルߦࡂແઢઃஔਃ込書ఏ出క切（11�）
˙ւಓγΣイクΞト（�120�）

ͭ 図ؗٳҊ ౦ਆָொਤॻؗަྲྀϓϥβͭͭؗ͡

˟ 071-15�2  ւಓ্܊東神楽町ೆ１１ஸ
5&-  0166-83-2113   '"9  0166-83-4180
日 � 平成30年ߦൃ 月̓26日ൃߦൃ　ߦ者 � 東神楽町　ฤू者 � まͪづくりਪਐ課
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�݄
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